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立山に向かってナイスショットf

シティゴルフとやま

レポーター:川|端詩乃さん(洗足学園魚津短期大挙)
(表紙の人)

、

バ
タ
ー
も
練
習
で
き
ま
す
0

4
司

企 フィニッシユは、こん芯感じかな?

パン力一ショット 砂
って難しいですね。

最
近
は
若
い
女
性
の
閏
で
も
ゴ
ル
フ
が
ブ
ー
ム
。
今
回
、

私
、
が
訪
れ
た
の
は
、
コ
ー
ス
感
覚
で
練
習
が
で
き
る
と
好

評
の
富
山
県
ゴ
ル
フ
練
習
場
「
シ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
と
や
ま
」

で
す
。さ
っ
そ
く
同
練
習
場
支
配
人
の
片
岡
さ
ん
に
練
習
打
席

ヘ
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
打
席
は
一
階
、
二
階
あ
わ

せ
て
六
十
四
あ
り
、
自
動
的
に
ボ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
し
て
く

れ
る
オ
!
ト
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
「フ

ェ
ア
ウ
ェ
イ
は
全
面
天
然
芝
で
す
。
全
体
に
起
伏
が
あ
っ

て
、
実
際
に
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
練

習
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
」
と
片
岡
さ
ん
。
ま
た、

打
席
か
ら
正
面
に
広
が
る
雄
大
な
立
山
連
峰
の
景
色
も
な

か
芯
か
の
も
の
。
み
な
さ
ん
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
シ
ョ
ッ

ト
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
が
初
め
て
の
私
は
、
片
岡
さ
ん
に
ク
ラ
ブ
の
握

り
方
と
構
え
を
教
え
て
も
ら
い
、
い
ざ
打
席
へ

。
最
初
は

う
ま
く
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス
イ
ン
グ
を
教
え
て

も
ら
う
う
ち
次
第
に
ポ
ー
ル
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
片
岡
さ
ん
に
「
な
か
な
か
筋
が
い
い
で
す
ね
」
と
褒

め
ら
れ
、
嬉
し
く
て
つ
い
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
で

す
。
ま
た
、
建
物
に
隣
接
す
る
パ
タ
ー
と
パ
ン
力
ー
の
練

習
場
で
は
、
コ
ー
ス
で
の
実
践
を
想
定
し
て
練
習
で
き
ま

す
。
さ
す
が
に
パ
ン
力
|
・
シ
ョ
ッ
ト
は
難
し
く
、
什
ゆ
か

な
か
脱
出
で
き
な
く
て
四
苦
八
苦
。
で
も
、
今
回
、
ゴ
ル

フ
の
楽
し
さ
の
ニ
明
に
ふ
れ
た
よ
う
芯
気
が
し
ま
す
。
私

も
こ
の
春
か
ら
始
め
て
み
ょ
う
か
な
:
。

皆
さ
ん
も
シ
テ

ィ
ゴ
ル
フ
と
や

ま
で
、
立
山
に

向
か
っ
て
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

夢
は
世
界
を
舞
A
ロ

富
山
県
ゴ
ル
フ
練
習
場
「
シ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
と
や
ま
」

所
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言言

「
自
分
の
プ
レ
ー
を
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

代
表
入
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
決
意
を
語
る
の
は、

先
頃
、
サ
ッ
カ
ー
の

U

M

(
十
六
歳
以
下
)
の
日

本
代
表
候
補
F

W
に
選
ば
れ
た
西
野
泰
正
君
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
兄
が
サ

ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る

の
を
見
て
き
た
の
で
、
小
学
校
に
入
る
と
当
然
の
よ

う
に
清
水
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
に
入
部
し
ま
し
た
」
。
中
学
に
入
る
と
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
サ
ッ
カ
ー
を
求
め
て

F
C
ひ
が

し
に
所
属
。
三
年
連
続
で
全
日
本

ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ

i
ス
選
手
権

に
出
場
を
果
た
し
ま
す
。
特
に
、

昨
年
の
同
大
会
で
は
、
ヴ
ィ

ッ
セ

ル
神
戸
や
コ
ン
サ
ド
l
レ
札
幌
と

い
っ
た
強
豪
ジ
ュ
ニ
ア
チ
l
ム
を

破
り
予
選
リ
l
グ
を
突
破
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
関
東

一
の

実
力
を
誇
る
ジ
ェ
フ
市
原
ジ
ュ
ニ

ア
ユ

l
ス
に
惜
敗
し
、

一波
を
飲
み

ま
し
た
。
「
こ
ち
ら
が
ず
っ
と
押

し
気
昧
で
し
た
。
で
も
、
終
盤
の

決
定
的
な
チ
ャ
ン
ス
を
自
分
が
は

ず
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
あ
れ

が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
勝
て
た
試
合

だ
っ
た
の
で
残
念
で
す
」
と
悔
し

さ
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。

に
フ
レ
ー
す
多
ご
と

さ
て
、
こ
の
た
び

の
選
考
で
西
野
君
が

最
も
評
価
さ
れ
た
の

は、

F

W
に
要
求
さ

れ
る
優
れ
た
身
体
能

力
と
外
国
人
に
対
抗

で
き
る

一
八
二
セ
ン

チ
と
い
う
身
長
。

「
高
さ
を
生
か
し
た
ヘ
デ
ィ
ン
グ
と
ポ
ス
ト
プ
レ
ー

が
得
意
で
す
。
で
も
、
も
っ
と
練
習
し
て
シ
ュ
!
ト

の
正
確
性
を
高
め
た
い
で
す
ね
」
と
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
す
西
野
君
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
の
中
で

と
っ
さ
に
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
プ
レ

l
で
得
点

で
き
た
と
き
が
、
最
も
サ

ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
感
じ

る
瞬
間
だ
と
い
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
を
代
表
す
る
ス
ト
ラ
イ
カ

l

へ

と
着
実
に
成
長
し
て
い
る
柳
沢
敦
選
手
(
鹿
島
ア
ン

ト
ラ

l
ズ
)
も

F
C
ひ
が
し
の

O

B
。
「
プ
ロ
入
り

す
る
前
か
ら
柳
沢
選
手
の
フ
ァ
ン
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん

一
番
好
き
な
球
団
は
ア
ン
ト
ラ

l
ズ
で
す
」
と
に

っ
と
り
。
こ
の
四
月
か
ら
富
山
第

一
高
校
に
入
学
し、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
西
野
君
。
「
J
リ
l
ガ
ー

に
な
っ
て
、
で
き
れ
ば
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
の

が
小
学
生
の
頃
か
ら
の
夢
な
ん
で
す
」
。
そ
の
夢
の

実
現
に
向
け
、
い
ま
、
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
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をはぐくむ

世紀の¥造21 
~平成，1_0年度富山県予算~

を
拓
く
人
づ
く
り

〈

2
1
3
6億
5
6
5
3
万
円
)

健
康
・
福
祉
の
増
進

(
7
6億
9
5
8
7
万
円
)

健
康
・
福
雄
社
会
の
確
立

/
f
d

、

県
民
福
祉
条
例
に
基
づ
い
て
福
祉
基
本
計
画
を
策
定
し
、
高
齢

者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た
福
祉
の
ま
ち
哨
つ
く
り
を
総
合
的
に
進
め

ま
す
。
ま
た
、
地
域
総
合
福
祉
の
拠
点
と
な
る
総
合
福
祉
会
館

の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
マ

ッ
プ
の
作
成
や
福
祉
情
報
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

=日をはぐくむ21世紀の創造
~平成10年度富山県予算~

-
生
活
の
な
か
の
健
康
づ
く
り

《
特
集
》

2 

平
成
十
年
度
の
富
山
県
予
算
は
、
従
来
に
も
増
し
て
厳
し
い
財
政
環
境

の
も
と
で
、
積
極
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
も
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
厳
し
い
な
か
に
お
い
て
も
県
民

が
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ
う
努
め
ま
し
た。

第
一
に
、
財
政
の
健
全
化
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
歳
入
に
つ
い

て
は
、
県
債
発
行
の
抑
制
や
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
育
利
な
県
債
の
活

用
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
ゃ
経
費
の
節
減

合
理
化
等
に
努
め
ま
し
た
。

第
二
に
、
県
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
施
策
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し、

健
康
福
祉
の
僧
進
や
環
境
対
策
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
ま
た
、
景
気
の

現
状
に
鑑
み
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
申
小
企
業
金
融
対
策
や
中
。
市
街

地
活
性
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
三
に
、
二
十
一
世
紀
の
県
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
と
し、

環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
の
組
織
の
狐
充
な
ど
環
日
本
海
施
策
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
化
施

策
、
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
や
高
速
交
通
体
系
の
整
備
な
ど
を
着
実
に
推
進
す

る
ほ
か
、
2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
の
準
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

以
下
、
「
明
日
を
拓
く
人
づ
く
り
」

「魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」

「活
力
あ

る
産
業
づ
く
り
」
の
政
策
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。

平成10年度一般会計篇入・歳出予算額

6，145億3，701円

-
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
娠
興

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
の
競
技
会
場
と
な
る
西
部
総
合
体
育

館
や
福
光
射
撃
場
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
開
催
機
運
を
盛

り
上
げ
る
た
め
県
民
運
動
の
展
開
を
支
援
し
ま
す
。

-
社
会
福
祉
の
充
実

平
成
十
二
年
度

か
ら
の
公
的
介
護

保
険
制
度
の
導
入

に
備
え
、
全
市
町

村
で
要
介
護
認
定

の
試
行
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
市

町
村
の
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
を

支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村

の
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l
増
員
や
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
に
対
し
て
支

援
す
る
な
ど
、

在

宅
福
祉
の
充
実
に

努
め
る
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
施
設
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
す
こ
や
か
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
環
境
m

つ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

二
十

一
世
紀

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
支
援
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
ま
す
。

・
セ

l
ナ
|
苑
の
改
築
整
備
助
成

・
在
宅
精
神
薄
弱
者
を
対
象
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
対
す

る
支
援

・
中
央
病
院
に
最
新
鋭
の
医
療
機
器
を
導
入

・
黒
部
市
民
病
院
内
に
設
置
さ
れ
る
地
域
救
命
セ
ン
タ
ー
の
整
備

運
曽
吏
援
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屋
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山
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7

農

T
h

総
合
的
な
健
康
明
つ

く
り
の
拠
点
と
し
て

国
際
健
康
プ
ラ
ザ

の

整

備

を

進

め

ま

す

。

ま
た
、

保
健
所
を
再

編

整

備

す
る
ほ
か
、

市
町
村
の
保
健
活
動

や
保
健
セ
ン
タ

ー
の

建
設
に
対
し
支
援
す

る
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
保
健
機
能
を
強

化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
た
め
、
授

産
施
設
や
生
活
訓
練
施
設
等
の
設
置
を
支
援
す
る
ほ
か
、
精
神
科

救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
、
休
日
や
夜
間
の
医
療
を
確
保
し
ま
す
。

民生・衛生費
10.7% 

654億1.676万円

ー--'・‘
一一一晶. 

生
涯
学
習
の
推
進

(
1
0札
6
4
億

5
8
4
2
万
円
)

生
渡
学
雷
雲

の
整
備

県
立
図
書
館
の
増
改
築
や
資
料
セ
ン
タ

ー
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
に
つ
い
て
、
四
つ
の
広
域
学
習
圏

ご
と
の
講
座
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
大
人
へ
の
第

一
歩
と
な
る

十
二
歳
に
つ
い
て
考
え
る
会
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
代

表
が
富
山
県
の
将
来
に
つ
い
て
討
論
す
る
子
ど
も
県
議
会
を
実
施

し
ま
す
。

-
学
校
教
育
の
充
実

徒等す用イ校 ト セ を位ほ談用 l ン
特立私 減学 。しンをにンま推でか・筈パセい
殊高立 少校さたタ拡接タた進 い 、指戸 l ラ lじ
教等高 期にら教 l大続 l 、し じ 各導いパ l め
育学等 につに育ネすすの県ま め 中をよイの手
諸校学 おい、をツるる 教 総す 防 学充るザ養登
掌の校 けて県進トな県 育 合 。止 校実教 l成校
校スと る、立めをど立 ネ 教 事 区す育のや拒
のポ私 高生高ま泊、学ツ育 業 単る相活ス否
校 l立 等
奮ツ幼 教 国圃園圏圃圃圃圃圃圃圃晶画~~繍....-ーーー の
壇文稚 育 園田園臨圃・開閉園盟理想堅手軽品選轟遺墨掴圃・圃・E 問
築化園 の園置翻墨画盛期圃置もdT明司・E盤題
と活の あ掴圃圏・E躍額面白晶画展司司明暗
ス動握 り ・・圃盤期購置置邑逼置隈ゐ轟とム÷寸 対
クへ常 方盛春輔盟国園田雄 I処
lの費 を ・・・・圃幽轟語圏躍醤駆罵霧..  頚'" I す
ル助助 検圃・・・園田関種田幽姐1L~1 _ Iる
パ成成 討 圃・・園田国圃臨轟罷掴臨調E週監、、 i た
スのの し園田 園 ・・・画題盟国監厩 盤 、 iめ
路弧拡 ま 圃圃圃圃・・圃圃圃圃E掴臨議-"".よむJ
線充充 て 圃歯固・・・・圃圃E・・圃国語F町、教
忽 と 圃園田・・・・・・圃圃・・・・圃民 1員
刷 置圃園田園田園圃・・・・・・・・・園田隈.， j カ
充 私 園田・E週・・・・圃・ー・眠曳¥1ゥ
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科
学
・
文
化
の
振
興

(4
1億
5
6
4
9
万
円
)

.
科
学
・
文
化
を
担
う
人
の
育
成

持伊明司司...... ‘ 
-蝋... 

一一一‘. 県
立
大
学
に
お
い
て
、
大
学
院
生
物
工
学
専
攻
博
士
課
程
と
短

期
大
学
部
専
攻
科
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
工
学
部
に
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
工
学
講
座
を
設
け
ま
す
。

-
文
化
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

国
宝
に
指
定
さ
れ
た
瑞
龍
寺

に
つ
い
て
展
覧
会
の
開
催
等
を

支
援
す
る
ほ
か
、
国
指
定
重
要

文
化
財
の
勝
興
寺
の
保
存
修
理

や
、
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落

の
家
屋
の
修
繕
と
体
験
交
流
施

設
と
し
て
の
活
用
事
業
な
ど
に

助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
小
矢
部
市
桜
町
遺
跡

に
つ
い
て
調
査
と
活
用
を
積
極

的
に
支
援
す
る
ほ
か
、
大
山
町

の
恐
竜
足
跡
化
石
に
つ
い
て
も

保
存
と
活
用
に
努
め
ま
す
。

夢と諸富をはぐくむ21世紀の創造
~平成10年度富山県予算~

《
特
集
》

瑞龍寺仏殿砂

あ
る
郷
土
づ
く
り

〈

2
3
1
0億
9
5
0
9
万
円
)

快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

(
4
1
6億
5
9
0
1
万
円
)

・
生
活
の
安
定
と
安
全
の
確
保

一一一‘. 救
助
装
備
の
充
実
や
自
主
防

災
組
織
の
育
成
の
ほ
か
、
災
害

時
に
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
等

の
耐
震
調
査
や
補
強
工
事
を
行

う
な
ど
、
総
合
的
な
防
災
対
策

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
砺
波

広
域
圏
の
消
防
組
織
の
広
域
再

編
に
と
も
な
い
、
通
信
指
令
施

設
の
整
備
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

-
快
適
な
環
境
の
形
成

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
に
基
づ
く
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
対
し
助
成
し
ま
す
。
ま

た、

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
濃
度
測
定
や、

産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
の

一
斉
点
検
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
風
力
発
電

な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
や
廃
棄
物
発
電

の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

h
v

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
に
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
パ
ス
を
導
入

-
惹
術
文
化
活
動
の
振
興

県
民
文
化
条
例
に
基
づ
く
県
民
文
化
計
画
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
県
民
芸
術
文
化
祭
や
障
害
者
の
地
域
文
化
祭
等
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
の
継
承
活
動
や
、
民
間
団
体
が
行
う
広
域

文
化
交
流
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

・
水
墨
画
を
中
山
U

と
す
る
新
美
術
館
の
整
備

・
第
六
回
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
(
平
成
十
二
年
)
の
諸
準
備

四

若
者
と
女
性
の
力
を

社
会
に
(2
0億
5
9
4
2
万
円
)

-
若
い
力
の
発
揮

と
や
ま
若
者
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
な
ど
、
若
者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

・
地
域
別
つ
く
り
実
践
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
近
く

最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決

定
さ
れ
る
「

2
0
0
X

年
県
民
が
燃
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
実
行
組
織
の

発
足
に
支
援
協
力
し
ま

す
。

-
青
少
年
の
健

全
育
成

親
子
の
学
習
会
や
体

験
活
動
の
実
施
に
対
し

て
助
成
す
る
親
子
ふ
れ

あ
い
塾
支
援
事
業
を
行

う
な
ど
、
家
庭
教
育
施
策
を
拡
充
し
ま
す
。

-
女
性
の
能
力
の
発
揮

と
や
ま
男
女
共
同
参
画
0

フ
ラ
ン
に
基
づ
く
諸
施
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
同
プ
ラ
ン
の
副
読
本
を
作
成
し
、
高
校
生
の
男
女
協

-
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

l
卜
へ
の
低
公
害
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
ス

の
導
入
に
対
す
る
助
成

・
交
通
安
全
博
物
館
の
再
整
備

ーー目前副4・‘

ーーーーー・. 

魅
力
あ
る
地
域
申
つ
く
り

(
2
8
5億
8
4
9
6
万
円
)

い
ろ
ど
り
あ
る
県
づ
く
り

富
岩
運
河
環
水
公
園
や

岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な

ど
の
都
市
公
園
を
整
備

す
る
ほ
か
、
総
合
運
動

公
園
の
後
期
基
本
計
画

を
策
定
す
る
な
ど
、

全

県
域
公
園
化
構
想
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、

2
0
0
0
年

と
や
ま
国
体
に
向
け
、

公
共
施
設
等
を
案
内
す

る
道
路
標
識
を
計
画
的

に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

環
境
美
化
の
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

・
中
央
植
物
園
に
申
国

雲
南
省
の
植
物
の
展
示
栽
培
温
室
を
整
備

.
陸
上
競
按
場
に
大
型
映
像
装
置
を
整
備

骨明ーー.... ・.
一一ー島
ーー一一ー晶. 
県
土
の
保
全
と
活
用

(9
6
2億
5
9
7
7
万
円
)

自
然
の
保
謹
と
利
用

新
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

立
山
カ

ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
を
開
館
し
、
雄
大
な
自
然
や
砂
防
事
業
を
紹

介
し
ま
す
百.
ま
た
、
八
月
に
，立
山
山
麓
に
お
い
て
第
四
十
回
自
然

4 

同
参
画
へ
の
意
識
、
つ
く
り
を
図
り
ま
す
。

・
二
十
一
世
紀
を
担
う
人
、
つ
く
り
の
構
想
に
つ
い
て
倹
討

・
青
年
、
女
性
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
力
ナ
、
タ
に
派
遣

五

余
暇
社
会
へ
の

長
寿
、

対
応

(3
2億
8
6
3
1
万
円
)

.
長
寿
を
宮
訴
え
る
し
く
み
づ
く
り

い
き
い
き
長
寿
財
団
の
事
業
等
を
支
援
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
社
会
参
加
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
生
き

が
い
と
健
康
情
つ
く
り
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

-
余
暇
生
活
の
充
実

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
交
流
活
動
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

公
園
大
会
を
開
催
し
、
本
県

の
豊
か
な
自
然
を
全
国
に
紹

介
し
ま
す
。

企新立山自然保護センターイメージ図

-
水
利
用
の
促
進
と

全
県
域
下
水
道
化

子
撫
川
水
道
の
渇
水
時
対

策
と
し
て
、
和
田
川
水
道
と

の
連
結
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
神
通
川
左
岸
流
域
下

水
道
や
小
矢
部
川
流
域
下
水

道
の
建
設
を
進
め
る
と
と
も

に
、
農
村
下
水
道
の
整
備
や

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を

促
進
す
る
な
ど
、

全
県
域
下
水
道
化
構
想
を
推
進
し
ま
す
0

・
国
民
宿
舎
立
山
荘
の
改
修
整
備

、

・
日
本
海
博
物
館
の
基
本
計
画
策
定

・
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
雪
観
測
シ
ス
テ
ム
の
研
究

四

交
通
・
情
報
通
信
体
系
の

整
備

(
6
3
0億
6
0
8
9
万
円
)

園水環河運日
一
.
広
減
交
通
体

系
の
整
備

企整備が進められる伏木外港

北
陸
新
幹
線
の
石

動
・
金
沢
聞
及
び
糸
魚

川
・

魚
津
間
の
建
設
工

事
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
東
海
北
陸

自
動
車
道
、
能
越
自
動

車
道
の
建
設
を
促
進
す

る
ほ
か
、
地
域
高
規
格

道
路
な
ど
幹
線
道
路
網

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

5 



=港はぐくむ21世紀の創造
~平成10年度富山県予算~

《
特
集
》

富
山
空
港
に
つ
い
て
は
、
拡
充
整
備
構
想
の
具
体
化
に
向
け
基

本
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
新
た
に
開
設
さ
れ
る
大
連
便
の
利
用

促
進
な
ど
路
線
の
維
持
拡
大
に
努
め
ま
す
。

伏
木
富
山
港
に
つ
い
て
は
、
伏
木
外
港
の
建
設
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
新
湊
地
区
に
お
い
て
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
増
加
に
対
応
し

た
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

-
情
報
通
信
基
盤
の
強
化

本
県
の
情
報
化
施
策
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、

と
や
ま
情
報

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
が
行
う
地
域
情
報
化
リ
ー
ダ
ー
塾
事
業
を
支
援
す

る
ほ
か
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
整
備
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

放
送
区
域
拡
張
に
対
し
て
助
成
す
る
な
ど
、
地
域
の
情
報
化
を
推

進
し
ま
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
モ
デ
ル
運
行
に
助
成

.
加
越
能
鉄
道
万
葉
線
の
運
行
助
成
制
度
設
立

国
際
化
時
代
へ
の
対
応

司

(1
5億
3
0
4
5
万
円
)

国
際
交
流
・
圏
、際
協
力
の
推
進

五昨
年
設
立
し
た
環
日
本
海
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
の
全
国
法
人
化

を
図
る
と
と
も
に
、
日
本
海
の
環
境
影
響
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
本
県
の
提
唱
で
平
成

八
年
に
設
立
さ
れ
た
北
東
ア
ジ

ア
地
域
自
治
体
連
合
(
四
か
国

二
十
九
自
治
体
で
構
成
)
の
総

会
を
本
県
で
開
催
し
、
環
境
、

経
済
、
学
術
文
化
等
に
つ
い
て

協
議
し
ま
す
。

・
環
日
本
海
貿
易
交
流
セ
ン
タ

ー
の
事
業
の
充
実

・
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
の

ス
テ
ー
ト

・
フ
ェ
ア
に
出
展

同跡指ー_..‘

ーーー__.

ーー合唱岬..... ・‘. 

工
業
の
振
興

(4
2
8億
7
7
7
0
万
円
)

創
造
的
な
妓
術
力
の
向
上

製
造
業
に
お
け
る
優
秀
な
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、
大

学
生
や
若
手
技
術
者
を
対
象
と
し
た
も
の
m

つ
く
り
講
習
会
や
工
場

見
学
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
大

容
量
ポ
リ
マ

l
バ
ッ
テ
リ
ー
の
共
同
開
発
を
進
め
ま
す
。

-
申
小
企
業
・
地
場
産
業
の
掻
興

県
信
用
保
証
協
会
の
出
絹
金
を

増
額
す
る
ほ
か
、
地
域
産
業
対
策

資
金
に
経
営
安
定
特
別
枠
を
設
け

る
な
ど
、
中
小
企
業
へ
の
円
滑
な

資
金
供
給
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
す
る
投
資

支
援
制
度
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

中
小
企
業
の
新
分
野
へ
の
進
出
や

新
産
業
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
販
路
拡
大
の
支
援
や
広

域
商
談
会
の
開
催
な
ど
、
下
請
企

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

hv
今
年
2
月
に
開
催
さ
れ
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
と
や
ま

商
業
・

振
興

.
商
業
の
振
興

四

サ
ー
ビ
ス
業
の

(3
3億
9
1
5
9
万
円
)

市
町
村
の
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
構
想
な
ど
の
策
定
に
助

成
し
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業

振
興
財
団
に
中
心
市
街
地
商
業

活
性
化
基
金
を
設
置
し
、
商
庖

街
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト
事

業
を
支
援
し
ま
す
。

あ
る
産
業
づ
く
り

〈

1
・9
9
2
億

5
9
6
3
万
円
〉

一一一畠. 
新
世
紀
へ
の
産
業
展
開

(1
5億
2
3
6
1
万
円
)

頭
脳
集
積
富
山
の
確
立

まムノた施に めン ま 造や 高 援と制企官的
すの・め設おままタ総拠、 度 施も度業 画 な 二
。建ス、のけたす l合 点デ化設にを立 岡 方十
設ポ缶整る、 。のデとサセと、拡地 オ 向 ー
に l無備展新 整ザなイ、な企充促 フ を世
助ツ津を示川 備イるン/る業す進ゴ不紀
成ドテ図交地 をン と のタ 産 のる資 ス 工に
し l クる流区 進 セや 創| 業 支と金パ 新 向

l し け
クいた
に 産 富
つ 業 山
い巴県
てンの
は戸産
、ノ砦

分を届
譲策策
開宗に
始レつ
/-ま 1、
見てぞ
わの
せ基
て本

-
観
光
の
振
興

い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

旅
行
代
理
屈
と
連
携
し
て
行
う
旅
行
商
品
の
企
画

・
官
一伝
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
富
山
県
観
光
ア
カ
デ
ミ
ー

(
仮
称
)
を
開
設
し
、

観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

五

雇
用
と
τ勤
惇
i福
9祉

万
円

雇
用
の
安
定

女
子
学
生
な
ど
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
対
策
を
推
進
す
る
ほ

か
、
中
高
年
齢
者
の
再
就
職
や
定
年
後
の
継
続
雇
用
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
育
児
・
介
護

休
業
法
等
の
普
及
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、
事

業
所
内
保
育
施
設
の
設

置
・
運
営
に
助
成
し
ま

す
0.

勤
労
者
保
養
施
設
の

建
設
麦
援

・
と
や
ま
自
遊
館
の
運

営
麦
提

6 

農
林
水
産
業
の
振
興

(
5
7
9億
3
5
7
9万
円
)

.
農
称
水
産
業
の
新
た
な
展
開

ー『ーー__.

一一ー‘. 十
月
に
、

第
八
回
全
国
食
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
を
開
催
し
、
健
康

で
楽
し
い
食
文
化
の
創
造
を
全
国
に
提
案
し
ま
す
。

-
た
く
ま
し
く
魅
力
あ
る
農
業
の
確
立

と
や
ま
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

(
仮
称
)
を
開
設
し
、
実
践
的
、
体

系
的
な
研
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
就
農
支
援
資
金
の
活
用
や
農
業

機
械
の
導
入
支
援
な
ど
担
い
手
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
集

落
営
農
組
織
の
育
成
や
農
協
等
の
農
作
業
受
託
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
支
援
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
営
農
体
制
、
つ
く
り
を
図
り
ま

す
。さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
米
の
緊
急
生
産
調
整
推
進

対
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入
助
成
な

ど
に
支
援
し
ま
す
。

-
活
力
あ
る
林
業

の
展
開

A林業カレッジでの研修風景

森
林
公
社
の
林
業
機
械

化
チ

i
ム
の
育
成
や
、
高

性
能
機
械
の
導
入
支
援
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
将
来
的

な
県
産
材
の
増
産
に
備

え
、
販
路
拡
大
等
の
流
通

活
性
化
対
策
に
つ
い
て
調

査
し
ま
す
。

-
資
源
を
は
ぐ
く
む
水
産
業
の
展
開

水
産
試
験
場
の
漁
業
調
査
船
「
立
山
丸
」
の
代
船
建
造
を
進
め

る
と
と
も
に
、
ア
ユ
種
苗
生
産
施
設
や
サ
ク
ラ
マ
ス
増
殖
施
設
の

整
備
に
助
成
す
る
な
ど
、
資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し
ま
す
。

(
1
5
1
9億
9
9
3
万
円
〉

-
総
合
行
政
の
推
進
等

新
富
山
県
民
総
合
計
画
の
後
期
事
業
計
画
に
つ
い
て
適
切
な
進

行
管
理
を
行
い
、
総
合
的
、
計
画
的
な
行
政
を
推
進
す
る
ほ
か
、

事
業
成
果
の
評
価
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

-
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等

富
山
県
が
も

っ
と
元
気
に
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て

も
ら
う
日
本
の
や
る
気

・
元
気
と
や
ま
推
進
事
業
や
、
富
山
の
方

言
ゃ
う
た
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
、
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
取
り

組
み
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
な
ど
に
お
い
て
ラ
ジ
オ
の
時
報
に
合
わ
せ
た
ス

ポ
ッ
ト
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流
す
ほ
か
、
ロ
ケ
地
に
ふ
さ
わ
し
い
県

内
各
所
の
映
像
資
料
を
作
成
し
、
テ
レ
ビ
番
組
等
へ
の
活
用
を
働

き
か
け
る
な
ど
、
本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
推
進
し
ま
す
。

-
行
財
政
破
事
、
組
織
機
構
等

各
種
申
請
書
へ
の
押
印
の
廃
止
や
添
付
書
類
の
簡
素
化
を
進
め

る
ほ
か
、
職
員
の
名
札
着
用
、
旅
券
セ
ン
タ
ー
の
旅
券
交
付
時
間

の
延
長
な
ど
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
神

通
川
工
業
用
水
管
理
所
の
運
転
休
止
な
ど
大
規
模
事
業
の
廃
止

・

縮
小
や
、
国
体
運
営
の
簡
素
効
率
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

組
織
機
構
で
は
、
保
健
所
を
現
在
の
九
保
健
所
か
ら
四
保
健
所
、

五
支
所
に
再
編
す
る
ほ
か
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
三
支
所

の
う
ち
二
支
所
を
本
所
に
統
合
し
ま
す
。
ま
た
、

2
0
0
0
年
国

体
局
に
「
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
室
」
を
設
置
し
ま
す
。

職
員
定
数
は
、
知
事
部
局
お
よ
び
警
察
職
員
に
つ
い
て
は
、
行

政
改
革
に
よ
り
職
員
の
減
員
を
図
る

一
方
、
国
体
開
催
準
備
な
ど

新
た
な
行
政
需
要
へ
の
人
員
増
が
必
要
と
な
る
た
め
据
え
置
き
、

教
職
員
に
つ
い
て
は
児
童
数
の
減
少
に
と
も
な
い
百
三
十
人
減
員

し
ま
す
。

7 
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A宴会コンテストのひとコマ

え
ぷ
ろ
ん
企
画

人口/11，471人

面積/572.32krrl

(平成10年2月1日現在)

ご
ん
ベ
祭
り

《
大
山
町
の
概
要
》

優
雅
芯
姿
の
薬
師
岳
と
そ
の
姿
を
写
す
有
峰
湖
芯
ど
、
大
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る。

山
麓
に
は
北
陸
最
大
の
立
山
山
麓
ス
キ
ー
場
や
家
族
連
れ
で
野
外
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
家
族
旅
行
村
が
あ
り
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
の
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
八
月
に
は
、
立
山
山
麓
で
自
然
公
園
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内

外
か
5
自
然
を
愛
す
る
大
勢
の
人
々
が
集
い
、
交
流
を
深
め
る。

四
月
十
八
日
、
常
願
寺
川
沿
い
の
常
西
合
口
用
水
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公
園
で
、
「
第
六
回
ご
ん
ベ

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。

「
H

ご
ん
べ
H

と
は
方
言
で
、
家
か
ら
食
べ
物
や
飲
み
物
を
持
ち
寄
っ
て
行
う
宴
会
の
こ
と

を
い
い
、
こ
の
辺
で
は
、

『今
日

ぷ
」
ん
べ
μ

せ
ん
ま
い
か
』
と
い
う
風
に
使
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
語
る
の
は
、
大
山
町
商
工
会
の
吉
秋
潤
さ
ん
。
こ
の
祭
り
は
、
毎
年
、
桜
が
満
開
に
な

る
頃
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
名
の
と
お
り
参
加
者
が
家
庭
料
理
を
持
ち
寄
っ
て
花
見
宴
会
を
行
う
。

合
間
に
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
が
、
中
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
る
の
が

「宴
会
コ
ン

テ
ス
ト
」
だ
。
乙
れ
は
、
仮
装
し
た
参
加
者
が
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
、
見
て

い
る
人
を
い
か
に
楽
し
ま
せ
る
か
を
競
う
と
い
う
も
の
。
「
賞
金
二
十
万
円
を
獲
得
し
よ
う
と
、

町
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
す
る
ん
で
す
よ
」
と
吉
秋
さ
ん
は
胸
を
は
る
。
こ
の
ほ
か

今
回
は
、
町
の
特
産
品
と
し
て
開
発
さ
れ
た
「
大
山
う
ど
ん
」
を

P
R
し
よ
う
と
、
う
ど
ん
生

地
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
う
り
は
田
舎
ら
し
さ
、
あ
っ
た
か
さ
で
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
語
る
吉
秋
さ
ん
。
宴
会
芸
に
信
の
あ
る
方
、
桜
を
愛
で
な
が
ら
騒
ぎ
た
い
人

は

がご
ん
べ
U

し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

※
宴
会
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
は
四
月
十
日
ま
で

》コ
た、

手
で
さ
わ
っ

て
楽
し
め
る
仕

か
け
絵
本
を
製

作
し
て
い
る
の

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

だ
。

「
え
ぷ
ろ
ん
企
画
」

「
絵
本
に
は
、
フ
ェ
ル
ト
な
ど
手
触
り
の
よ
い
布

を
使
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
代
表
の
柴
田
公

子
さ
ん
。
絵
本
の
テ

l
マ
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
童

謡
や
童
話
。
絵
の
部
分
は
も
ち
ろ
ん
、
文
字
も
ひ
と

針
ひ
と
針
丁
寧
に
縫
わ
れ
、
手
作
り
の
温
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
、ば
か
り
だ
。
ま
た
、
絵
の
中
に
登
場

す
る
人
形
が
取
り
外
し
で
き
る
と
い
っ
た
工
夫
も
随

所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
「
手
作
り
に
ご
だ
わ
り
た
い
の

で
、
年
間
に
三
冊
く
ら
い
し
か
作
れ
ま
せ
ん
」
と
柴

田
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
製
作
し
た

二
十
冊
あ
ま
り
の
絵

本
を
保
育
園
や
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
な
ど

に
贈
り
喜
ば
れ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
六
名
。
全
員
で
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
全
体
構
成

な
ど
を
考
え
た
後
、
実
際
の
製
作
に
取
り
か
か
る
。
「
絵
の
部

分
は
ぺ

l
ジ
ご
と
に
分
担
す
る
の
で
、
各
べ

l
ジ
で
微
妙
に

個
性
が
出
て
面
白
い
で
す
よ
。
今
は
、
既
製
の
仕
掛
け
絵
本

の
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は
私
た
ち

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
柴
田
さ

ん
は
に
っ
こ
り
微
笑
む
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
心
も
和
ま
せ
て
く
れ
る

「
え
ぷ
ろ
ん
企
画
」
の
絵
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
温

も
り
を
与
え
、
親
し
ま
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

A柴田公子さん企心を込めて作った仕かけ絵本

10 

企賞金を手にしてご満悦

イ
ギ
リ
ス
に
親
し
み
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
学
ぶ

イ
ギ
リ
ス
文
化
に
親
し
む
会

イ
ギ
リ
ス
文

化
に
親
し
も
う

と
、
毎
年
研
修

旅
行
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
の

が
、
「
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
親
し
む
会
」
だ
。

「
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
百
名
以
上
が

訪
英
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
語
る
の
は
同
会
事
務

局
長
の
北
村
正
義
さ
ん
。
こ
の
会
は
、
上
滝
中
学
校

の
生
徒
と
そ
の
父
兄
を
中
心
に
平
成
六
年
に
結
成
さ

れ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
物
が
、
以
前
、

上
滝
中
学
校
に
勤
め
て
い
た
久
郷
異
教
諭
で
あ
る
。

「
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
の
留
学
経
験
を
持
つ
久
郷
先
生

の
体
験
談
を
聞
く
う
ち
、
子
ど
も
や
父
兄
の
イ
ギ
リ

ス
へ
の
あ
こ
が
れ
が
高
ま
り
、
つ
い
に
は
実
現
に
至

っ
た
の
で
す
」
。
過
去
三
回
の
研
修
旅
行
で
は
、
大
学

の
寮
に
宿
泊
す
る
な
ど
、
観
光
旅
行
に
は
な
い
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
ほ
か
、
然
や
街
の
美
し
さ
に
感
動
の
連
続
だ

っ
た
と
い
う
。

同
会
で
は
、
研
修
旅
行
の
経
験
を
生
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
盛
ん
な
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
の
講
習

会
を
開
催
。
「
大
山
町
は
自
然
が
豊
か
で
す
が
、
街
も
花
や
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
で
す
ね
」

と
北
村
さ
ん
。
ま
た
、
昨
年
十
月
の
「
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
協
会
」
全
国
大

会
で
の
意
見
発
表
を
機
に
、
今
後
は
自
然

保
護
活
動
に
也
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
そ

う、だ
。

d

司
マ
ナ
l
ハ
ウ
ス
で
食
事
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
受
け
た
様
々

な
刺
激
を
町
の
未
来
に
つ
な
げ
る
。
そ
の

活
動
を
支
え
る
の
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
心
に
他
な
ら
な
い
。

A北村正義さん企ガーデニング研修を実施
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大自然

~第40回自然公園大会参加者募集~

両手いっぱい立山で

酒井初江今年8月5日(水) ，_， 6日(木)の 2日にわたり、立山山麓・立山一帯において、環境

斤、富山県、国立公園協会の主催で、第40回自然公園大会を開催します。

「立山で両手いっぱい大自然」をテーマに開催するこの大会では、自然とのふれあい

や共生について学ぶ様々な催しが繰り広げられます。大会への参加者を下記の通り募集し

ますので、皆さん奮ってご応募ください。

日
ざ
し
は
明
る
く
、
吹
く
風
は
柔
ら
か
く
、
緑
一
軒
え

だ

L
、
大
地
目
覚
め
る
時
節

l

春
。
フ
ト
、
外
ヘ
出

て
み
た
く
な
る
季
節
到
来
で
す
。

先
日
、
そ
ん
な
天
気
じ
誘
わ
れ
て
友
人
と
常
願
寺
川

河
口
へ
出
か
け
ま
し
た
。
彼
女
は
最
近
、
鳥
に
興
昧
を

持
ち
、

「鳥
を
み
た
い
」
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
辺
り

は
私
の
パ

l
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
の
テ
リ
ト
リ

l
。
近
く

に
は
古
志
の
松
原
と
称
さ
れ
る
松
の
防
風
林
が
広
が
る

浜
黒
崎
海
岸
も
あ
り
、

一
年
を
通
じ
て
多
種
類
の
鳥
が

観
察
で
き
る
所
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
鳥
の
世
界
も
繁
殖
の

季
節
、
格
好
の
観
察
日
和
り
。

J
R
北
陸
線
鉄
橋
近
く

の
通
称
「
サ
ギ
の
森
」
に
は
ア
オ
サ
ギ
、
コ
サ
ギ
、
ゴ

イ
サ
ギ
な
ど
が
二

i
三
百
羽
も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
サ

ギ
類
は

一
か
所
に
集
ま
っ
て
集
団
で
子
育
て
を
す
る
習

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
コ
ロ
ニ
ー
(
集
団
営
巣
地
)

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
賑
や
か
さ
は
大
変
な
も
の
で

す
。サ

ギ
の
森
を
眺
め
て
い
た
友
人
が
「
い
ま
ガ
ァ
ガ
ァ

っ
て
鳴
い
て
い
る
の
は
カ
ラ
ス
で
し
ょ
?
・:
で
も
向
こ

う
で
カ
ァ
カ
ァ
鳴
い
て
い
た
の
も
、
確
か
カ
ラ
ス
だ
と

思
っ
た
ん
だ
け
ど
・
:
?
」
「
気
分
に
よ
っ
て
鳴
き
声
を

変
え
る
の
?
、
そ
れ
と
も
雄

・
雌
の
違
い
?
」
な
ど
と

首
を
傾
げ
て
い
ま
し
た
が
・

・。

そ
う
な
ん
で
す
。
グ
ガ
ァ
ガ
ァ
H

も

ρ

カ
ァ
カ
ァ
H

も
鳴
い
て
い
る
の
は
カ
ラ
ス
。
実
は
私
た
ち
が
日
常
的

に
見
て
い
る
カ
ラ
ス
は
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
と
ハ
シ
ブ

〈
弘
司
し

ト
ガ
ラ
ス
の

二
種
類
な
の
で
す
。
明
の
太
い
カ
ラ
ス

(
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
)
が

ρ

カ
ァ
カ
ァ
H

の
声
、
哨
の

細
い
カ
ラ
ス
(
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
)
が

F

ガ
ァ
ガ
ァ
μ

の
声
の
持
ち
主
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
漢
和
辞
典
で
カ
ラ
ス
と
い
う
字
を
探
す

と
、
「
鳥
」
と
「
鳩
」
の
二
字
が
出
て
き
ま
す
。

「
烏
」
の
項
H
カ
ラ
ス

・
黒
い
な
ど
。
「
鳥
」
か
ら
線

一
本
を
略
し
た
形
。
カ
ラ
ス
は
色
が
黒
く
、
遠
く
か
ら

-締切り

5月6日(水)

・その他

JR富山駅から無料送迎パスを運行するほか、会場周辺に

自家用車駐車場を用意します。なお、荒天の場合は規模の縮

小等により参加できない場合がありますのでご了承ください0

・申込み・問合せ

第40回自然公園大会富山県実行委員会事務局

干930・8501 県庁自然保護課内(住所記載不要)

ft 0764 (44) 3106 

FAX 0764 (44) 4430 

当日消印有効

(水)

14:40-16:00 式典 自然公園関係功労者表彰 自然讃歌等

8月5日 16:00-18:30 ふれあい吏流 郷土芸能特産品販売等

(水) 19:00-20:50 夕べのつどい 各種アトラクション 立山の自然紹介

21:00-21:40 キャンプファイアー C.Wニコルのふれあいトーク ほか

8月6日 自然散策やキャンプなどの種目を用意

(木)
8:00-12:00 野外活動

(別記※)

立山山麓山野スポーツセンター運動広場

(大山町)

立山山麓地域 ・中部山岳国立公園区域

口
u

所

月

純
一
8

12 

見
て
目
が
ど
と
に
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら

「
鳥
」
の
目
を
省
い
て
そ
の
義
を

示
す
。

「穂
」
の
項
リ
カ
ラ
ス

・
ハ
シ

フ
ト
ガ
ラ
ス
・
.
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ

ス
。
意
味
を
表
す
「
島
」
と
音

ガ

ア

を
表
す
「
Z
4
」
(
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
の
意
)
か
ら
な
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
漢
字
は
カ
ラ
ス
の
特
長
1

黒
く

て
ガ
ァ
ガ
ァ
あ
る
い
は
カ
ァ
カ
ァ
鳴
く
鳥
で
あ
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

こ
の
日
、
友
人
は
グ
カ
ラ
ス
が
二
種
類
い
る
d

と
い

う
新
事
実
?
を
発
見
し
て
大
満
足
。
常
願
寺
川
堤
防
を

一戻
り
な
が
ら
「
あ
の
鳥
は
?
」
「
あ
の
声
は
?
」
を
連

発
。
そ
し
て
日
く
「
何
で
も
関
心
を
持
つ
と
見
え
て
く

る
し
、
聞
こ
え
て
く
る
も
の
ね
え
。
こ
ん
な
に
、
い
ろ

い
ろ
の
鳥
が
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
。

ヒ
バ
リ
が
あ
ち
こ

ち
で
鳴
い
て
い
ま
し

¥
輪組、
F
S
Jい

;
v

h
J
1
2
ζ
叫
伊

た
。
常
願
寺
川
河
口

¥
¥
リ
ド

盛
霞
ふ
色
院
関
悩
噛
伊

近
く
の
ア
シ
原
は
、

~

幽
腰
怠
爵
勝
幽
閉
廊
腕
鰭
蹄

も
う
し
ば
ら
く
し
た

一
譜

闘

ブ

協

慰

問

蹴

瞬

ら

グ
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
、

掛
昆
画
開
!
耕
地
轟
匹
略
期
端
緒
遡

唱
鋪
園
時
J
!

組
民
一
誠
地
騒
趨

ギ
ョ
ギ
ョ
シ

グ
と
オ

/
ei
噂
刻
必
轟
園
調

a
d
m
繍
間
町
、

オ
ヨ
シ
キ
リ
の
声
で

d
Ars

J
義
姉
、

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

iー

カ
ッ
コ
ー
の
姿
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
南
の
固

か
ら
子
育
て
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
富
山
に
戻
っ
て
く
る

の
で
す
。

間
も
な
く
、
パ

l
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ

l
に
と
っ
て

一
年

中
で

一
番
晴
れ
や
か
で
楽
し
く
、
忙
し
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。

ヒ1¥リ

あ
な
た
も
バ
!
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

野外活動種目および募集人数

① 高山植物ウォッチング

② 立山カルデラ探訪

③ 八郎坂登山

④ 立山登山

⑤ 木とのふれあいウオークラリー

⑥ ネイチャーゲーム

⑦ ファミリーキャンプ

⑧ パラグライダー

(参加要件)

・①~④、⑧は、小学校5年生以上

-③、④は体力に自信のない方は、ご遠慮、ください。

10名

20名

50名

20名

20名

10名

60名

10名

※ 

400名

200名(内訳別記※)

(大山町 ・立山町)

l・薯多人数 ーー

式典等参加者(日帰り)

式典 ・野外活動参加者(一泊)

;・参カE条件警
・グループや家族でも参加できます。

-中学生以下は、保護者の同伴が必要です。

-野外活動の一部は、別記の参加要件があります0

.参加費用 ー同 ー

無料。ただし日帰り参加者の 5日の夕食は各自負担とします0

・応募方法

市町村の自然保護担当課に置いてある参加申込書に必要事項

を記入のうえ事務局までご応募ください。(応募者多数の場合は

抽選とします。)

(木)8月6日

13 



公
募
見
学
会
(
前
期
)
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

5
月
・:
お
日

6
月:・
4
、
刊
、
行
、

旬
、
M
、
お
日

7
月・
:
1
、
2
、
8
、
9
、
叩
、
幻
、
初
日

l
J
司
コ

:
J
、
nu
、
7
・'3
4

F
E
E
T

rE

円

ζ

円

ζ

Fト
ト

(9
月
1
刊
月
は
、
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
)

対

象

小

学

校

5
年
生
以
上
の
健
康
な
方

(小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

コ
ー
ス
・
樺
平
出
発
コ
ー
ス

9
時
加
分
集
合

・
黒
部
ダ
ム
出
発
コ
ー
ス
叩
時
特
分
集
合

定

員

両

コ

ー

ス

と

も

1
回
に
つ
き
叩
名

…
応
募
市
役
所
友
び
町
村
役
場
窓
口
、
県
庁
、
関
西
電
力
県
内
事

「
仕
事
や
家
事
以
外
の
時
間
に
交
流
し
た
り
、
学
ん
だ
り
し
た
い
」
。…

業
所
等
で
応
募
要
領
を
配
布

そ
ん
な
声
に
お
応
え
し
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
は
今
年
も
五
月
か
う

…
申
込
み
黒
部
ル
ー
ト
見
学
公
募
委
員
会
事
務
局

「
自
由
塾
」
を
開
設
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
県
民
教
授
を
中
心
に

…

干
9
3
0
1
8
6
9
1

富
山
中
央
郵
便
局
私
書
箱
日
号

い
ろ
い
ろ
な
テ
l
マ
の
講
座
が
進
め

5
れ
ま
す
。

…

8
0
7
6
4
l
位

1
8
2
6
3

講
座
テ

I
マ

・

ミ

ス

テ

リ

ー

を

楽

し

も

う

.

-
男
性
諸
氏
1
0
0
0
5
0
し
ま
専
科

7

-
「

と

や

ま

農

業

ア

カ

デ

ミ

ー

(

仮

称

)

」

開

設

・

ジ

ャ

ズ

を

楽

し

も

う

!

…

・

・
天
文
楽
の
す
す
め
ほ
か
全
ぬ
講
座

…

県
で
は
、
農
業
に
興
昧
が
あ
る
方
、
将
来
震
業
を
や
っ
て
み
た
い

4
月
1
日
附
i
m
日

ω

…
方
、
農
業
経
営
を
も
っ
と
充
実
し
た
い
農
業
者
の
方
を
対
象
に
、
「
と

1
講
座
あ
た
り

m名
程
度

(多
数
の
場
合
は
抽
選
)

…
や
ま
震
業
ア
カ
デ
ミ
ー
(
仮
称
)
」
を
開
設
し
ま
す
。

一
般
県
民

(な
か
で
も
職
業
人
)

…
1

就
農
啓
発
研
修
(
対
象
一
学
生
)

市
町
村
の
文
化
会
館
や
公
民
館
な
ど
に
あ
る
塾
生
募
集
要

…

0
高
校
1
年
生
八
ヶ
岳
農
業
実
践
大
学
校
で
の
体
験
実
習
等

項
に
添
付
し
て
あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

…

(

祁
名
)

し
、
加
円
切
手
を
添
え
て
県
民
カ
レ

ッ
ジ

へ

…

0
高
校
2
年
生
先
進
農
業
者
実
習
、
就
農
計
画
策
定
等

(初
名

)

自
由
塾
運
営
費
と
し
て
2
0
0
0
円
必
要
。
そ
の
他
、
材

…

O
高
校
3
年
生
志
向
す
る
経
営
に
あ

っ
た
先
進
農
業
者
実
習

料
費
な
ど
が
必
要
な
講
座
も
あ
り
ま
す
口

…

(叩
名
)

干
9
3
0
1
0
0
9
6

富
山
市
舟
橋
北
町
7
1
1

…

0
短
大
・
大
学

(短
期
入
門
研
修
)

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ

学

習

企

画

課

自

由

塾

係

…

水

稲

栽

培

基

本

技

術

の

実

習

、
若
手
農
業
者
と

8
0
7
6
4
1
引
1
8
6
3
5

⑮
2
2
2

…

の

交

流

(お
名
)

2

中
期
体
験
研
修
(
対
象
υ

社
会
人
)

。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
等
に
よ
る
水
稲
・
園
芸
の
総
合
学
習

(内
名
)

O
希
望
作
物
に
応
じ
た
基
礎
的
な
実
践
体
験

(特
名
)

3

長
期
実
践
研
修
(
対
象
一
認
定
就
農
者
)

『
自
由
塾
」

塾
生
募
集

塁対定重
達象員富

受
講
料

間
合
せ黒

部
ル
l
卜
見
学
会
参
加
者
募
集

黒
部
峡
谷
鉄
道
終
点
の
樺
平
と
黒
部
ダ
ム
を
結
ぶ
黒
部
ル
ー
ト
の

-
富
山
県
教
育
文
化
開
館

5
月

μ
日
日

…
入
場
料

2
0
0
0
円

(全
席
自
由
)

…
問
合
せ
富
山
県
教
育
文
化
会
館

8
0
7
6
4
1
削

1
8
6
3
5

小
杉
町
文
化
ホ
ー
ル

2
0
7
6
6
1
日
l
1
5
1
5

.

旅

努

セ

ン

タ

ー

の

旅

券

交

付

時

間

延

長

の

圃
お
知

5
せ

イ
タ
リ
ア
の
造
形
作
家
、
ブ
ル
!
ノ
・
ム
ナ

l
リ
さ
ん
の
作
品
展

…
・

2
a
'
!
4
1

示
の
ほ
か
、
「
木
を
つ
く
ろ
う
」
「
は
つ
ぱ
の
ス
タ
ン
プ
」
な
ど
8
種

…

4
月
か
ら
旅
券
セ
ン
タ
ー
の
旅
券
交
付
時
聞
を
次
の
と
お
り
延
長

類
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

…

し
ま
す
。

開
催
期
間

4
月
お
日
出
1

5
月
引
日
制

…

〈

旧
〉
月
i
金
曜
日
午
前
9
時
i
午
後
4
時
叩
分

毎
週
火
曜
日
は
休
館

(祝
祭
日
は
開
館
)

…
〈新
〉
延
長
す
る
日

火
曜
日
・
木
曜
日

参
加
費
無
料

(
コ
ー
ナ
ー
に
よ

っ
て
材
料
費
2
0
0
円
必
要
)

…

交
付
時

間

午

前

9
時

;
午
後
7
時

間
合
せ

富
山
県
こ
ど
も
み
ら
い
館

…

※

た
だ
し
、
申
請
の
受
付
は
、

現
行
ど
お
り
午
後
4
時
叩
分
ま
で

8
0
7
6
6

日
l
9
0
0
0

…

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
D

公
立
文
化
ホ

1
ル

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

事

業

…

圃

コ

ン

パ

ク

ト

版

『
と

や

ま

の

歴

史

』

『

新

し

い

ピ

ア

ノ

・

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

と

の

…
・

=
2
J
d
l
m
=d
司圃圃
G
O
E
S』

出
逢
い
」
開
催

…
.
富
山
県
史
の
古
代
か

5
現
代
ま

で
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た

「と
や
ま
の
歴
史
』
が
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
古

.
文
書
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、

午
後
6
時
間
演

参
加
費
無
料

以
上
、
申
込
み
・
問
合
せ

富
山
県
中
央
植
物
園

岱

0
7
6
4
1
侃

1
4
1
8
7

『

こ

ど

も

ア

l
ト

ミ

ュ

l
ジ

ア

ム

」

開
催

刊
行

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
選
ば
れ
た
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
が
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
ク
ラ
ク
フ
室
内
管
弦
楽
団
と
共
演
し
ま
す
。

会
場
・
日
時

・
小
杉
町
文
化
ホ
ー
ル

5
月
お
日
出

午
後
6
時
開
演

富山市新総曲輪トア(県庁内)
e(0764)31-3131 (県民相談電話)
FAX 44 -3300 (県朗読]7ツクス)

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父211 (総合庁舎内)
合 (0766)21 -9411刊

魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7(総合庁舎内)
ft(0765) 24 -531 1附

砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内)
ft(0763) 33 -5151附

-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ
さいo ft(0120) 16-7400 (罵庁県民生活課内)
・消費生活については
消費生活センター
富山市湊入船町6-7 サンフォルテ内
〈一般相談は> H(0764) 32 -9233 
く金融相談は> H(0764) 33 -3252 
消費生活センター高岡支所 I

高岡市本丸町7・1本丸会館内 包(0766)25 -2777 
.交通事故については
富山県交通事故相談所東別館 1階
合 (0764)31 -41 1 1 内4400
・サンフォルテ電話相談
あなたの生き方、家族や職場の悩みごとの相談は
まま(0764)32 -661 1 
.相談 110番
家庭問題 悪質商法など、どん芯相談にも応じます0
n(0764) 42 -0 1 10 
・シルバー 110番
高齢者や家族の心配己、と、悩みごとに富山県高齢者総
合相談センターft(0764)41 -411 0 
・よい子の電話相談
子育てに関してIじ1配や『悩みにお答えします。
ft(0764)33-4150 (県庁生涯学習室内)

県カーご下からのm-!:i;:"三ユ?っ
-テレビ広報
・ヂューリップテレビ、
毎月第3日曜日 AM10:00 ~ 1 0・52
「知ル知ル未知ル富山見たモン勝ちj

-圃富山テレビ毎週日曜日 AM9:00 ~ 9:30 
「とやま超発見!フォーカス・イン2J
・北日本版送毎週日曜日 AM11 :00~ 11:30 
「こんにちは富山県です」
4/5 あなたの声を県政に

~県政パススター卜 I~
4/12 我がまちふるさと自慢 ~富山市~
4/19 健やかな暮らしづくり ~保健所再編~
4/26 花と緑に親しむ
・北日本放送毎週土曜日 AM9:30 ~ 9:45 
県教育委員会 小さ芯手大きな目「あしたの家族J
.ラジオ放送
.FMとやま「とやま県閏録」
県政や県内の話題を音楽にのせておとどけします。
毎週月~木曜日 AM11 :30~ 11:40 
・新聞広報 「県かうのお知らせj
国北日本、富山、読売、北陸中日、朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日

￥成
10年

みなさゐの相談窓口

-県政について
県民相談室
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。
本
格
的
な
実
践
体
験
と
経
営
目
標
の
策
定
、

経
営
管
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
習
得

※
募
集
お
よ
び
受
講
内
容
・
期
間
に
つ
い
て
の
問
合
せ

(叩
名
)

県
庁
普
及
技
術
課

2
0
7
6
4
l
糾

1
9
6
2
3

「

国

際

青

年

の

村

田

」

参
加
青
年
募
集

…
の
交
流
活
動
を
行
う
「
国
際
青
年
の
村
田
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

hυ

。

…
期

間

7
月
辺
日
附
1
m
m
日
附

…
場
所
国
立
妙
高
少
年
自
然
の
家

…
対
象
概
ね
初
歳
か
ら
羽
歳
で
日
常
英
会
話
が
で
き
る
男
女

…
参
加
人
数
日
本
青
年
1
5
0
名
外
国
青
年
1
5
0
名

…

応
募
締
切

5
月
6
日
附

…
応
募
先
県
庁
女
性
青
少
年
課

8
0
7
6
4

判

l
3
1
3
8

h
h
:
~

旬。
b
r守、
f
a
t
-
‘
L

‘
i

h
、弘司

…‘お
知
ら
せ
恥品、刊行
1
J
f
h
一
一
時
可
い
ミ

kv

hL、首長
ふ
色
人
入
λ
い
い
え
例

rakizhお
わ

f
九
時

…

T
官
官

f
il
l

-
植
物
画
講
習
会

…
日

時

4
月
市
日
出

・
叩
日
目

午
前
叩
時

i
午
後
4
時

(2
日
連
続
で
行
い
ま
す
。)

…
場
所
富
山
県
中
央
植
物
園
管
理
研
修
棟
研
修
室

…
講

師

豊

田

路

子

(植
物
画
家
・
フ
ェ
ア
リ
ー
リ
ン
グ
の
会
)

岡
田
宗
男

(

…

定

員

印

名

(往
復
は
が
き
に
よ
る
申
込
み
先
着
順
)

…
参
加
費
画
材
費
と
し
て
5
0
0
円
程
度

-
植
物
学
講
座
「
ス
ミ
レ
の
観
察
』

…

日

時

4
月
初
日
目

午
後
1
時
i
午
後
4
時

…
場
所
富
山
県
中
央
植
物
園
管
理
研
修
棟
実
習
室

…
講

師

橋

本

保

氏

(筑
波
実
験
植
物
園
園
長
)

…
定

員

剖

名

(往
復
は
が
き
に
よ
る
申
込
み
先
着
順
)

…
手
軽
に
読
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
公
文
書
館
や
富
山
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
、
主
要
書
屈
で
購

入
で
き
ま
す
。

…
定

価

5
9
0
円

…
問
合
せ
富
山
県
公
文
書
館

8
0
7
6
4
1
M
1
4
0
5
0

.
平
成

m年
度

圏
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
の
ご
案
内

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
平
成
旧
年
度
に
新
鋭
機
械
設
備

…
を
購
入
す
る
際
、
そ
の
設
備
資
金
の
印
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

…
貸
付
金
額
印
万
円
以
上
4
0
0
0
万
円
以
下
で
、
対
象
設
備
額
の
日

パ
ー
セ
ン
ト
以
内

…
償
還
期
間
原
則
と
し
て
5
年
以
内

(据
置
期
間
1
年
を
含
む
)

…
受
付
期
間
第
1
回

5
月
1
日
制
1

5
月
辺
日
制

第
2
回

8
月
3
日
何
1
8
月
引
日
制

…
間
合
せ
県
庁
中
小
企
業
課

8
0
7
6
4
1
M
H
l
3
2
4
8
 

5月街頭献血日程 γ4

日曜日 献血場所 時間

3 日 北陸ジャスコ高岡白 1 O:OO~ 1 6:00 

5火 高岡サティ 1 O :OO~ 1 6:00 

8 金 滑川市役所前 12:30~ 16:00 I 

17 日 魚津サンプラザ 1 0 ・00~ 1 6:00

21 木 入善町商工会館前 9:30~16:00 

22. 金 福岡町役場前 9:30~ 1 2:00 

31 日 JR富山駅前 1 O:OO~ 16:30 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ
ビの街頭献血案内等でご確認下さい。
。マリ工とやま B階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日 (年
末年始、マリ工休館白を除く)献血を受け付けています。
受付時閉 会血献血 10・OO ~12:30 1400~ 18:00 

成分献血 1000 ~ 1200 14:00 ~ 1730 
0マリ工献血ルーム (TEL0764-45 -4500) 
血液センター (TEL0764-51 -5555) 
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サ
プ
リ
メ
ン
ト

ハ
栄
養
補
助
食
品
〉
と
は
0
・

、暮らしのイ
⑥ 肉、(I)) ベ⑥ '
@ノミ①

、
，
喝
最
近
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
サ
プ
リ
メ
ン
卜
(
栄
養
補
助

{

食

品

)
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
れ
は
薬
局
で
売
っ

て
い
る
栄
養
剤
と
遣
う
の
で
す
か
っ
・
ま
た
そ
の
効
果
は
0
・

h
、

「
一
粒
で
レ
モ
ン
五

O
個
分
の
ビ
タ
ミ
ン

C
」
「
朝
食
代
わ
り
に
」

d
な
ど
、
手
軽
さ
を
う
た
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
私
た
ち
の
周
り
に

多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
は
小
型
で
お
し
ゃ
れ
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
商
品
が
続
々
登
場
し
、
若
者
や
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
市
場
の
規
模
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
サ
プ
リ
メ
ン
卜
と
は
、
ビ
タ
ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ
ル

(カ
ル

シ
ウ
ム
や
鉄
)
、
日
ー
カ
ロ
チ
ン
な
ど
と
い
っ
た
特
定
の
栄
養
素
を
主

成
分
と
し
た
食
品
の
こ
と
で
、
錠
剤
タ
イ
プ
の
も
の
や
飲
料
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
の
菓
子
タ
イ
プ
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
錠
剤
タ
イ
プ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
薬
局
に
売
ら
れ

て
い
る
栄
養
剤
と
成
分
は
同
じ
で
す
。
た
だ
、
サ
プ
リ
メ
ン
卜
は
あ

く
ま
で
食
品
な
の
で
、
医
薬
品
と
違
っ
て
薬
効
は
表
示
で
き
ず
、
医

薬
品
と
区
分
す
る
た
め
に
、
三
角
形
や
六
角
形
の
形
で
売
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
医
薬
品
と
食
品
と
を
区
分
す
る
形
状
の
規
制
が
緩
和

さ
れ
た
ほ
か
、
昨
年
四
月
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
類
が
食
品
扱
い
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
市
場
で
の
競
争
が
さ
ら
に
激
化
す
る
の
で
は
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

菓
子
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
い
ち
こ
味
の
ビ
タ
ミ
ン
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

味
の
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
種
類
も
豊
富
。
お
や
つ
感
覚
で
つ
い
食
べ
す

ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
頼
り
過
ぎ
、
偏
っ
た
栄
養
の

摂
り
方
を
し
て
い
る
と
健
康
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

過
剰
な
健
康
志
向
か
ら
特
定
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
偏
る
の
で
は
な

く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
日
頃
の
食
生
活
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話

0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話

0
7
6
6
(白
)
2
7
7
7

ど
や

(ロ)
nuu
円
ノ
」
円
ぺ
U
円ぺ
U

、
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合
同
「
サ

ッ
カ
ー
の
ど
こ
が
楽
し
い
か
」
と

い
う
問
い
に
「
サ
ッ
カ
ー
の
全
て
が
楽
し

い
」
と
答
え
た
西
野
泰
正
君
。
そ
う
い
え

ば
、
以
前
、
柳
沢
敦
選
手
を
取
材
し
た
と

き
も
全
く
同
じ
答
が
返
っ
て
き
た
。

F
C

ひ
が
し
の
中
川
代
表
に
よ
れ
ば
、
サ
ッ
カ
ー

の
全
て
が
楽
し
い
と
い
う
の
は
状
況
判
断

が
で
き
て
い
る
証
拠
だ
と
い
う
。
同
ク
ラ

ブ
は
、
何
よ
り
も
自
由
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
ま
せ
る
と
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
選
手
た
ち
は
自
分
で
考
え
動
く
こ
と
、

つ
ま
り
、
一
番
高
度
な
技
術
で
あ
る

グ状
況
判
断
μ

を
身

に
付
け
て
い
る
の
だ
。

(
M
-
K
)

安
一
年
間
連
載
し
て
き
た

『
と
や
ま
水
紀
行
』
も
今
回

が
最
終
回
。
富
山
の
水
の
豊
か
さ
を
読
者
の
方
々
に
伝

え
た
い
と
思
っ
て
書
い
て
き
た
が
、
文
章
の
拙
さ
ゆ
え
、

ど
れ
だ
け
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
?
?
?
。
五
月
号

か
ら
は
、
新
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
る
。
広
報
誌
担
当
一
問
、

心
機
一
転
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い

。

(
M
・I
)

責

『
ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
」
は
今
回
が
最
終
回
。
こ

れ
ま
で
、
三
十
五
市
町
村
を
ほ
ぼ
四
巡
し
、
約
四
百
も

の
話
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
私
自
身
も
十
五
市
町
村

を
訪
問
。
含
蓄
の
多
い
語
り
に
耳
を
傾
け
た
り
、
熱
心

な
活
動
に
思
わ
ず
見
入
っ
た
り
:
・
。
記
憶
に
残
る
出
会

い
も
多
か
っ
た
。
私
の
下
手
な
取
材
に
も
快
く
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
含
め
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い

。

(
Y
・
I
)

•••••••••••••••••••••• 
今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X18 
センチ)でプレゼントします。希望される
方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込
みくださ~\。平成10年 5月 22日消印有効です。

• -• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

4
月
号
係
あ
て

リ困園田岡田氏
名
住
所
電
話
本
誌
を
読
ん
だ
感
想

年
齢

、
ン
ヨ
ク
に
多
お
ら
れ

A
藷
一
対
伝
説
の
法

た
か
し
よ
う
ず

縄
ヶ
池
は
、
城
端
町
の
高
清
水
山
の
山
腹
、
標
高
八
百
三
十
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
天
然
池
。
三
方
を
原
生
林
に
固
ま
れ
た
池
の
南
側
の
湿
地
は
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
標
高
千
メ
ー
ト
ル
以
下

に
あ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
大
群
落
は
、
日
本
で
最
も
低
標
高
の
群
生
地

と
し
て
学
術
的
に
も
貴
重
で
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
最
盛
期
は
五
月
中
旬
か
ら
下
旬
。
黄
色
の
花
穂
と

ぶ
つ
え
ん
ほ
う

そ
れ
を
包
む
純
白
の
仏
炎
菅
、
そ
し
て
葉
の
鮮
や
か
な
緑
色
は
、
初
夏

の
陽
光
に
映
え
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。
ま
た
、
ブ
ナ
や
ト

チ
ノ
キ
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
自
生
す
る
池
の
周
囲
は
、
植
物
愛
好
家

に
と
っ
て
も
貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
縄
ヶ
池
に
は
次
の
よ
う
な
龍
神
伝
説
が
あ
る
。
約
千
年

ひ
で
さ
と

前
の
延
喜
年
聞
の
こ
と
、
弓
の
名
人
、
藤
原
秀
郷
が
、
近
江
の
国
で
大

む

か
で

百
足
を
退
治
し
た
。
そ
の
お
礼
に
と
琵
琶
湖
の
主
で
あ
る
龍
神
か
ら
も

み
の
た
に

ら
い
受
け
た
龍
の
子
を
自
分
の
領
地
(
城
端
町
蓑
谷
)
に
持
ち
帰
っ
て

小
池
に
放
ち
、
山
腹
に
縄
を
張
っ
て
祈
り
を
捧
げ
た
と
こ
ろ
、
一
夜
に

し
て
辺
り
は
大
き
な
池
と
化
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
、
縄
ヶ
池
の
名
の

由
来
で
あ
る
。

大
自
然
の
山
懐
に
抱
か
れ
、
龍
神
伝
説
と
相
ま
っ
て
神
秘
的
な
た
た

ず
ま
い
を
見
せ
る
縄
ヶ
池
。
だ
が
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
開
花
期
ば
か
り

は
、
白
く
可
憐
な
花
々
の
聞
を
縫
う
よ
う
に
歩
を
進
め
る
ハ
イ
カ
ー
た

ち
で
賑
わ
う
。
縄
ヶ
池
が
最
も
華
や
ぎ
を
見
せ
る
一
時
で
あ
る
。

(一

年
間
連
載
し
て
き
た

「と
や
ま
水
紀
行」

は
、
今
回
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。)
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ふくの怒と緑のフェスティパル'98
5/30(土)'31(日) 福野町園芸植物園
色とりどりの夏花が圏内に咲き誇り ま

す。(花のオブジェ、香りの館、 即売

コーナー)

問合せ福野町産業振興課

ft0763(22) 1106 

すいせんフェスティパル
4パ8(土)・19(日)
魚津市長引野すいせん固揚

可憐なスイ センたちが皆さんを出迎えま

す。(スイセン花鉢の即売、郷土芸能)

問合せ魚津市農業水産課

ft0765(23) 1034 

詑と緑の奮のフェスティパル
4パ1(土)'12(日) 富山市稲荷公園
苗木や花鉢の即売会のほか、花と緑の講

習会などを開催します。

問合せ富山市公園緑地課

ft0764(43)2110 

~と録@県ゴ~@アイデア Q 事側事議
県民の皆さんが実践しているユニークな緑化の事例やアイデアを募集しま

す。お寄せいただいたアイデア等は県民に広く紹介するほか、今後の緑化活

動に生かしていきます0

.募集期間 4ハ(水)-----6/30(火)

.賞最優秀麗1点優秀員3点

アイデア員数点

.問合せ 干930-8501(住所記載不要)

県庁林政課森林育成-緑花係

ft 0764(44)3386 

FAX 0764(44)4428 

その他のイベント

チューリップ観光農園 4パ5(水)-5/5(祝)
場所滑川市中村県道富山魚津線沿い

問合せ滑川市農林課 ft0764(75)2111

F
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吉峰グリーンフェスティバル 4/29(祝)

場所立山町グリーンパーク吉峰

問合せ立山町農林課 ft0764(63)1121 

5ハ5(金)-17日(日)
5/22(金)-24日(日)

5/29(盆)-31日(日)

高岡おとぎの森館

高岡市緑花対策課 ft0766(20) 1417 

高岡市花と緑の総合展

場所

問合せ

http://www.pref.toyama.jp/ 富山県ホームページアドレス
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